
d 

官

. 

， 
， 

単

ー'抽k 

?色

相導t 

ド!

ホv
‘ぶ

十υ

業務報告書

昭和 49年度

鹿児島県大島染織指導所
〒 894

鹿児島県名瀬市久里町5番37号
電話 (09975)2 - 0 0 6 8 



~ヘ\

v 
、

一一目 次一一

1 沿牟... .. ••••••••••••••••••••••••••••• •••••••••••••• •••••••••••••••••••••••• .....2 

2 放地及び建物 ・ 3 

3 組織............... ••••••••••••• ••••••••••• •••••••••••••••••••• ••• •••••••••• ••••.•• .........3 

4 会計 ー、 、 ••••• •••••••••••••••••••••••• ••..• 3 

5 試験研究 。，..，....... 、 一5

大島紬掛図案の試作 ・ ......... 5 

卓掛地の加工試作 ，......，..........，... •••••• •••• ♂ 6 

壁樹用緋織物の試作 ，l L7 

緋服地の加工試作ー ............，.....，.. ， 一 7 

婦人用締帯地の試作 •••••••••••••••••••••••••• ••••••••••••••••••• •••••••••••••• 8 

餅ネクタイの試作 ・ 9 

泥染製品の多色緋の加工試作 。 11 

各種小柄併用法の試験 ••.•••••••••••••• ヨ 12 

バラ緋模様の多様化試験 ............. ....... .... .，....... 13 

約の河耳部に本場の女主開Fを織込む試験，................ ........ ........ .. ........... • • 14 

色大島紬の地風改善試験 向 。.......... 1 5 

県内産生糸の撚糸精練ならびに緋加工試験............••••••• ー 、 。 19 

糊付糸の引張り乾燥による復元率の試検 。、 19 

糊付糸の経過日数別の品質試験 20 

大島紬市販原料絹糸及び耕締用統糸の品質についての試験 … 2 1 

緋面撤iの改善試作 一一一♂ e ・・ 22 

ηu '"刊 Yパイ染色における染色時間IJ轍 23 

V 守リ Yパ--(.煎出液採取量別染色掛お“ 一ー ・ 24 

シャリ Vバイ染色における石灰量別染色試験 ...... .......... "" ..... ........ 26 

ジヤ日 γバイ染色における泥土での時間別試験 .......... ・ 27 

7 守口 γバイ染色における化学的処理配関ナる研兜 0 ・ 28 

緋締糸の溶解に関する研究 .•••••••••••• .....，..... 37 

大島紬染色用泌土の探索 38 

6 指導業務 0 ・ ・..................41 



1.沿革

昭和

2. 3. 1 鹿児島県告示第25号によれ鹿児島県工業試験場大島分場として名額田J

に設立され，大島紬の染色及び図案に関する指導莱務を閥始

4.11. 1 鹿児島県告示第407号により，大島分場は改組され，魔児島県染織指導

所となる。

.5. 8. 敷地 (1，653m')を得て，事務所及び工場(86 6m')建築

2..0. 4. 2 0 戦災によ担建物及び施設の一部を焼失し，業務は停止となる。

f、
¥ノ

2.1. 2. 2 日本から行政が分離され，米国国務省告示をもって，奄美群島は".北部南 ゐ

商諸島と呼ばれ，臨時北部南西諸島政庁がおかれ，職員もこれに吸収され

Tc:. 。

2 5 7. 1 一時停止中の染織指翰背業務の一部を再闘した。

2 6 5 1 米閣の初期で，旧敷地に 86 6m'の事務所及ひ
‘ 

28.12.25 イ正美群島の日本復帰に伴い，鹿児島県大島泌紋指導所として役活

30.11. 11 奄美群島復興事梁により，新たに奴地 (35.5m')を購入し，昭和31年

3月31日研究室及びボイラ一室を建築L..，敷地総崩潰 1，98 sm2，建物

面積延 1，25 4 rn¥!となった。

34. 3.31 昭和 30年度から昭和 33年広までに各種試験滋野猿を整備L..t臼

35. 3.31 名瀬市の都市計画により，庁舎の一部は移転し，?&J也 1，'861 m2~ 建物

1.2S4m2となョた。

旬、

J令

37 7 9 庁舎改築のため，旧庁舎，国有建物(木造2階建事務所ほか 5件，討 866

m')を返還しTこ。

38. 6.30 庁舎新築工事完成

4 2. 2 中小企業技術指導費補防金により機器の整備をなす。

-2-



2. 数九11えび;'主主bt

(1) 致 地 戸一一-;-ー〓ーT一一一一一「

山口 60511% 意識I 機織室h
(2) 建・物 」二三一直戸民一二一且

1.545.27可否一世塁「 ノ
恒

温
恒
湿
室

染色事務室 !日 館

f心 。
、，

3.組織

>U 

区 分 主 事 技 師 ポイ手一技;師 言十

所 長 1.， 1 

総 務 諜 4 4 

機織図案研究室 1 0、 1 0 

染色化学研究室 『 6 1 7 

計 4 1 7 1 2 2 
一一一一一一」ーーー

4.会計

歳 ヲ、 (単位円〉

科 目 予 i 算 頒 調定 童日 JIi(入済額 予算に対する増減

使用料及び手数料 8'7B，000 1，5 5 5，9 9 0 1，5' 5 5，9 9 0 6 7 7，9 9 0 

財 産 収 入 1， l' 8 "6，0 0 0 1，204，900 1，20.4，900 1 8，9 0 0 

合 計 2，064，0'0、。 2，7' 6 0，8 9 0 Z，7 6 0，8 9 0 69，6，890 

-3ー



(2) 歳 出

区 分

o 7 商 エ 強

o 2 工 鉱 業 '!Ic 

o 1 工鉱業総務!貸

o 9 旅 型t

o 3 中 小企 業振 興費

07 質 金

o 8 報 償 資

o 9 旅 主量

1 1 号霊 用 重量

1 2 役 務 主主

o 6 工業試験場資

o 1 報 制

04 共 済 費

o 8 報 t員 費

o 9 旅 貸

1 1 議 用 主量

1 2 役 ~9i 資

1 3 委 E壬 i料

1 4 襲用語及話
1 6 原材料費

1 8 備品購入費

1 9 皇警護持塁
o 1 中村当制代イ償金貸付事業費

o 1 11 

o 1 11 

o 9 旅 費

1 8 術品購入資

歳 出 合 言ト

予 算 額 令 連 t慣

22，004;61.3 22，004，613 

22，004，613 22;004，613 

208，00.0 208，000 

208，000 208，000 

839，400 839，400 

59，400 59，400 

6 2，000 62，000 

558，000 558，000 

150，000 150，000 

1 0，000 I 10，000 

20，957，21 3 20，957，213 

1，051，050 1，051，050 

74，899 74，899 

294，200 294，200 

1，445，000 1，445，000 

3，070，000 3，070，000 

281，000 

26，559 26，559 

70，505 7 0，5 05 

495，000 495，0-00 

14，144，000 14，144，000 

5，000 5，000 

1 6 4，900 164，900 

164，900 164，900 

164，900 

3 O，~ 0 0 30，000 

134，900 134，900 

1. 22，1.69，513 22，169，5 1 3 

-4-

〈単位向〉

支出済額 備

2 2，0 O 4，1i! 3 

22，004，613 

208，000 

208，000 

839，400 

59，400 

62，000 

558，000 

1 50，000 

1 0，000 

20，957，21 3 

1，051，050 

74，899 

294，200 

1，4 4 5，000 

3，070，000 

281，000 

26，559 

70，50 5 

495，000 

14，144，000 

5，000 

164，900 

1 6 4，900 

164，900 

30，000 

134，900 

22，169，513 
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円作事

Yし研験試5. 

武彦

大島内緋図案の試作

的

従来の着尺図案のほかに，新規織物意医図案の色彩配色等について研究し，新製品のデザイ

y開発による多様化をはかる。

試験概要

(1) 卓掛用カラー図案の試作

(坤 壁掛用図案の試作

(3) 緋服地用図案の試作

(4) 緋帯地用図案の試作

。)ネクタイ用図案の試作

何)本場の文字用緋図案の試作

結果

試作した図案による緋織物を試作し， ':ili詰見緋織物どして業界に発表指導じた。

貞宮 三田長

目1 
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点

点

点
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、一.

製業務

A 

調緋図案考案

3~4色で，明るさの中に渋

調斜配付による緋図案の働I討と現況

(1) 繊維業界の情勢は非常にきびしく，そ:tiに対応するには技術の向上，開発等による製品の

高級化が必要であり，製品の品質向上は販売ルートに底結して，業界からきひ・しく要求され

ている。依頼件数も増大叩傾向にあるb

白)柄行きは，草花，山水調のものが減少し，幾何学調の単色物で，主として色彩は蕗;_-?" 9 

，""-Y，茶泥I .;:E:."Yジ等が望まれる。

但)色入りの図案では，従来は数色以上の柄が多数であったが，

味のある感覚が好まれτいる現状である。 ι 切

(4) 柄別に分額すると，総体的応大柄に片寄った傾向にある。

ヨ司令ーー

1 

~U 



昭和 49年度考案調製自己付状況

五亙さ型!| 1 3 j;1r. 1 5.5算 計

大 柄 7 1 157 228 

中 柄 7 9 : 1 6 

中 1 3 4 

計 7 9 169 248 

l 

tエ川斡・作 .'、、掛も地・の加卓
干_，":0:;..... ;";: 

J 

.中:称、突ド:誌珂!夜三巴

文号 f忠誠"衣Jそと田

森
山
pp

;1 

~. ¥ 

大島紬の特性を生かした新らしい分野の製品を開発して，産地製品θ会奇異イ民主ほかる。

試験方法

的目1 

(1) 織物設計

筋幅4.0糎

試料糸 40瓦付

加工法

整経した自の地経糸を 2米毎に主yジ，グ Pーγi紺む三色にそれぞれ染色して，問ー

の正制ト模様で，呉った地色の卓掛地に加工を試みた。

厚地の変ョた地風にするため，緯糸に論具糸を使用 l-t~町 日ド

ベウ、卓掛棋の経方向荷端の糸で，，-11計乍りして飾糸同日二E
ι試験結果

(1) 織あげ l枚の長さ房を合めて 1米，制 38樋J今重さ 5'P瓦，厚さQ.3ミ..91: 叫 、

官)ム替も様なら~~;.色相につb、て '，!' ト・

同ーの紛模様を地経糸と緯の輸共糸の色相を変える日己とによっ't:，多t静化が持かられる。

イ 経方向i苅i唱の房糸によりて，卓掛地の袋索をー層高め右0)

輪具糸によって，独特の地夙にでき式己。

手頃な室内装飾用土産品としτ，期待できiるので，

。、、丸、2 

、~..'， _i ._:， 、15.5算 1 2-3品による緯餅樹電子、y

地綿糸 60:瓦付愉具糸使用

7 

(2) 

7 

イ

Fゾ干けr 

イ

7 

3 

C"，.'， .;~: 

、ι ー!:，'，;:引業界に炎めたい。

~ 6，守

ウ

これ



、

の試作

〉長田 f 宮

古

林実

文 司

森、二

」岸田

;:~t 織物掛f，l
μ ， 
'，，;:了
~~-

正子
t 、一
に~ x; . -. ¥.!，、。"，i-_' _'.べ

‘_"一

的

室内装飾用ならびに観光土産品綿織物についての試作

試験方法

(1) 織物設計

俄憾 4'9.~糎 '1 5.S(算曹~; 7 6""2羽 2本 1羽通し

緋模様ばi波lと海鳥の構図を抜染加工応用の経綿納税様とし丸。

宅 、
、

目1 

2 

J
 

ii，" 

r 

7 

イ¥、J

(2) 加工法

仮綴，掠梨じた糸を織締，主主染して経，緯の奴緋模様にするため，下記方法によって加工

を試みた。

仮織の地経糸ならびに緯あの設計広三よ百模様を，型紙捺染して蒸熱処理i バ

織締を容易にするため，経糸は16本，綿糸は12 本にそれぞれ抱;合じ吃級J~Rjりする。

織締した緋銭を抜染， M縫を解者"紛の低上げ加工， -.~告告がけするU

以主の加工J接民 Jピーτ，経緯緋によ日号壁掛地を試作じたφ':~， 

九・

7 

ウ

イ

、4

エ

試験結果

(1) 級あげ 1 枚の長さ ~15 綴，縮 4 6糎重さ4()克

(2) 経，総蚊緋によって，波と海鳥の模様を概ね表現できたが，蚊緋の色相が予想に反して不

-

T

4

 

守、
i

g、

，"，" 3 

これまでの加工試験を参考に継続試験をおこなうことtこする。

鮮明である。

上記問題については，白)

、ヘJ

作試加.~反!地緋

官三.

エ

林 実 長 田

3tι司'音

森

岸

。コ

lE: ，子回

"'-'. 

、

平総

的

広幅の大島約による中年向き，婦人用緋服地の試作

試験方法

織物設計

%1;儲 60.6縫，

，.， 7.." 

788羽1 3~割

目

7 

)
 -

(
 

1 

2 



イ試料糸 45瓦付経緯紋緋

(2) 加工法

7 経，縛の主主〉制?と大きな色格子を応用した服地様様にした。

ィ ーつの試験で多様化の方法として獲経した地経糸を①品Yジと 7イ色

③ ?'9-:/と黄色の三柚類に長さを決めて染色，糊つけ加工

ウ 上記の地峰糸と経餅糸の配列，嫌かけ

エ 経，紛紛は巣地色に白蚊緋と tじたo:' ， :' 

3 試験結果

(1) 織あげ生地についτ

@濃茶と黄色

織 布 }]IJ 長 さ(cni) 'M. くcm:) 重 さcn
① 1; 8 5.6" " 1 1 Q 

@ 1.7 11 100 

" ， .::'.c担~)" T d'， 1.6 .u 9 5 

J 
で》

(2) 色格子と緋にづいて

7 経，総同色で組織されあ曲目分ば，ぞれぞれの色相が鮮明~， t;-かも糸の組織点が細かい

色紋緋の感じにーなる。ー!

イ 経，緯が奥島で交錯する部分は主記と反対に沈んだ色格子になる。

ウ 色格子の濃淡と精子配列の白蜘?の併用によって，色始予町特長が表現できた。

エ同ーの緋模様の配色法により，緋犠様の多様化がはかられる。

以上異色の色格子による同一緋模様の婦人用緋l民地の参考資料を得ること、ができた。

〆;:>-T 島、笥、

作
-

試
-

の一地一帯一緋↓用十人」旬云

車
市
{

j
4
 

、

森林実

岸f 田~(決;司

長田宮一

宮沢トミエ

¥ーす

¥ーJ

1 目的 i 吠

太鼓柄餅帯地の基礎試験

2 試験方法

(1) 織物設計

ア筏幅 36糠 1 5. 5 ~草割 5 6..0羽 ι

イ試料糸40 瓦付経緋 65品純!~Ht.大鼓部分 9 8品

前部分 81品構成による。

".{ 
" 

」一

;'，' 

i';λ.τ  

" 
::'8二



3 

加工法

緋模様は，大鼓部分を大きな黒紡亀甲a前部分は小きな県秘亀甲の構図とした。

帯t土器尺製品と迷って，地の色相と模様が大きなゥ三イトを占めるので，本試験は益輝

した白経糸を淡色rtる三色にそれぞれ染色して，地色に白よる多様化を試みた。

試験結果

(1) 織あげ布について

長さ1.5米

(2) 色相と緋につい主

7 

(2) 

イ

幅 34櫨 重さ 50瓦

'.， 

7 同一模様でも配色によって，多様化がはかられる。

本試験は，泉の亀甲柄模様を鮮明に出すた治，淡色の地色で試作したが，概ね目的を呆

一)
イ

(3) 

した。

大鼓柄帯の加工上の問題点

大鼓部分と前部分だけに出る地あき式の飛模様となるので，餅締と模様位置を正確に保

つ織付線の研究

経緋及び緯緋糸の招込み染加工における汚点防止

ウ 淡色の地色における経緋潟整によ石，地経糸と縫緋糸の色相の光沢差と筋引きが目立ち

易い。

以上今後研究すべき問題点もあるが，太鼓暗について，基目益的な参考資料を得，業界に公表

7 

イ

し主こ。

緋 ネ ク タ イ の 試 作

ザ)
森

得省

林

友

実 長

'押 JII

田 宮 岸 田 文 司

子 交 経

1 目 的

観光土虜品用ならびに産地製品の多様化をはかるため試作して産相撲界の参考に供する。

試験方法

(1) 織物設計

銭幡 49.2樋

原料糸45瓦付

柄別緋の構成

7 1 3算割 6 4 0羽

2 

イ

ウ

-9-



話ザミ芝 J拡 1 
必 2 必 ト J 4よ工ー

経 緋 1 1占古 2 1品 .J 13品川 町 5品

緯 相} 21" 
|1960本H101321本H土11940本Mli 

経緋糸数 8 2本 jf41 
(2) 加工法 1 

7 緋ネクタイ地の色相と秘技様による多様化の方法として，上記5種類。柄を地経糸の色

相を変えて機かけ。

イ 盤経ιた白経糸を下記の長さ別に染色して施糊加工

経方向ー
一一一一---r一一ー一ー一ーーー

P 五五綿糸は耳中の中間に割りつけして，荷サイド~:t.，，横段式の緯緋模様で構図して，

タイに仕立てた品治，緋模様が斜にでるようにした。

ι 試験結栄 i

(1) 織あげ生地

7 長さ 5米縞45.6糎 重 さ 25 0瓦

恒) 車，t筏様と色相について

ア それぞれの緋模様と，色相によって，呉フた感も与えるネクタイ地を得た。

イ 1台の機仕掛けを配色と緋模様の変化によって，ネクタイの多様化がはかられた。

(3) .研究すべき問題点

ネク

ア ネクタイ地は，着尺織物と呉ヲヌ，ネクタイを結んだ状態，模様の出る縄問が狭いので，

色相と紡模様の表現が主主かしい。

イ 紡シワ法の研究

以J二のように研究すべき点もあったが，縦ね土産品用として所期の目的を達し，業界に公表

指導した。

-10-
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泥染裂品の多色緋の l方ロエ試験、

森 林実長田宮三押川文隆

1 目的

単色の同一緋模様の紬に後染加工を行ない，製品の多様化，高級化をはかる。

2 試験方法 ， 

(1) 織物設計

7 銭幅 40極 1 5.5算

イ 使用糸は縦糸 33瓦付地糸 30瓦付

ウ泥盛抜染による緋模様

エ緋模様構成は，経 145品 緯 20 1品

(2) 加工認

7 織布を糊抜きして，半乾きのとき，表哀をアイロ Y掛け布面の毛羽を伏せ，下記方法に

よって試験した。

イ試妙、法

的手掛き加工法

十i) 裂紙捺染加工法

伶)捺染湖

糊剤=:メイプロガム ψ久

(tit カゼネート P0， CMO  

濃度=水 100に対L-O.5%， 1唖，

帥加工布の施糊

糊剤=布海苔，メイプロガム

1.5% 

濃度=水 10 0に対し 0.1唖， 0.2%，0.4%，0.8%. 1骨， 1.5唖， 3唖

浴均=:150% 

絞り率=:100唖

浸漬=:10分

防 以上の糊付織布について. 7名で織おろしに近い順に手触り官鎚判定

3 試験結果

(1) 加工上における長所

7 自由な色緋模様に加工できる。

イ 同じ緋模様の紬を1反毎に配色違いの製品に加工できる。

ウ 色彩の変化をはかることができ品。

-11-
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で ←fl品きまたは製紙抜染による後染加工で，製品の多様高級化が期待できる。

(2) 手拙き用ならびに捺染用糊について

7 湖剤，濃度別により試験した結果aCMCの 1唖が染料糊液の伸びが殺も良く能2界的で

> 

あっTこ。

(3) 加工布の施糊試験について

それぞれの糊剤別，濃度別訊験布について， 7名による官能試験の結果，布海苔s または，

メイプロガムの 4%による施糊布が織おろし地夙にやや近いようであった。

(4) 後染工程における加工布の乾燥設備等によって，加工の能率化，実用化が甥待され，業界

に発表指導した。

」ノミ

各種小柄の併用法の試験 ~ 

森 林実岸田文句得富友子

l' "13:勺'的

従来の緋糸2本，地糸2本の配列による 1もと越式の蚊緋と，小柄併用の加工を試み，初模

様の高級む多様化の基礎試験

2 試験方法

(1) 試験法

A 各種小柄を併用しむ経縞式の構図による緋模様

B 従来の奴緋詰に 1種類の小柄を併用して，経縞式の構図による緋模様

。蚊緋と 2もと越亀甲小柄併用法

D 蚊緋と赤尾木西郷小柄併用法 J 
白) 鮒加工法

、

ア A， Bの二方法は直接図案によって，繊締加工

イ.'01， Dのご方法ば，併用部分をe:，締の糸 1'*宛拡大した図案によって織締

ウ 併用部分の綿i!，f糸は，緋別の締込み幅数に地緯糸の織込隔を加えて，経長とし，緯総統

式による織締加工

以上の方法に基づいて試織しTこ。

3 試験施 紡糸

(1) 試作品について

J 
、;c'

B
R
 

7 4方法ともに，

イ 従来の却問日工，

それぞれの緋模様配置ならびに小柄併用による緋り特色が容かされた。

緋模様の改善によれ高級化，多様化の資料を得tゐ
~12~ 
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、3

:ナ)

" (2)，研究を"d"するヰ:項

ア 鉱大図案の制鋭法

イ 経，緯配列の異なる緋模様調製用方眼紙の研究

ウ 制fo::設計法ならびヒ緋締法

以上，緋模様の高級化，多様化の基礎資料を基に，継続試験を行ない，実用化指導に近づけ

Tよし、。

パラ緋模様の;多様化試験

森 林 実 岸 田 文 司 森 テツ

F EI 的I

従来のバラ綿製品は，そり殆んどが婦入用であるが， ζれを紳士用として加工を試みた。

2 試験方法

(1) 加工法

従来の秋名パラ餅製品品、2釜， 6釜等大中柄て婦人用として，生産されているので，こ

れまでの柄を小さくして，紳士用として，次の方法で試作した。

A方法

緋糸2本，地糸4本り配列法による 20釜，経耕糸 400本(5"")レキ〉

B方法

緋糸2本，地糸2本の配列法による 30銭，経緋糸 57 6本(7，2"")レキ〉

以上A，'Bともに 15.5算，試料糸40瓦付，椎木煎出液による草木染とした。

3下試験結果

(1)織あげ布について

1i i* )}IJ I長さくClIJ)I幅 (cm) I重さ(:1")

A 法 |1813 8| 80

B 法 1.3 3 7.6 5 5 

(2) 緋ならびに色相について

7 小中桐の大きさで，経，緯の紛紛によるパラ模様の特徴が表貌でき，紳士用着尺物に期

待できる。

イ 草木梨による淡い地色にバラ耕の特徴が鮮明に出せた。

ウ 3 0釜程度までは，バラ模様の表現は可能で，これ以上根様を小さくすると，その特徴

が出せないことが分った。

-13-



紬の両耳部に本場の文字緋"を

繊り込む「試 i験

三

子

宮

正
田長

吉

林 2足

文司

森

岸 回

的

本場大島紬の信用保持と輸入チエフク対策とLτ，納の両端耳部分に，本場の文字緋を織出

す加工法を試験する。

試験方法

(1)、文字の種溺と地の色相

目l 

2 

'-ノh

、
‘' 

色 相
文 字 体 緋 JJIj 

耕 地

本場 奄美大島 経総崩} 黒地色ェ γ ジ 白

本 場 大 島 紬 " 呆 地 色 白 相? " 
本場 奄美大島 " 自 紛 県

木 場 大 島 紬 " " 4陸

ほんばあまみおおしま " " 11 

ほんばおおしまつむぎ 1隠 11 << 

i;本場 奄美大島 緯 緋 11 " 
巨竺ぽあ ま み I陣 11 11 

~T 

色 相
文 字 体 鱗 7]rj 

緋 地

ホ y パアマ 、書 続a 緋 自 地 白 緋 呆

本場1¥1;美大島 11 換 」 地 白 餅 白

ほんばあまみ 総 緋 ー員皇 緋

|ホ y パ 7 ..，. 、， ' 11 

1 3算用

部F

|本
4 0本 一 一 一 》

3 3本

経の配列(2) 
1 5，5主主用

1
1
1
1
1
1
Y
1
4
 

地
糸
8

体

一

-

部;

3 3本

4 4本

字文

3

門」

，、.，



ぐ)

，-
I
l
-
-
1
1
1
1
1
1
i
l
 

司、へJ

(3) 緋締用図案 、

上記のように，紬の耳糸数は， 1 5.5算で44本， 1 3算で40本であ.1)，少ない糸数で

それぞれの字体を紋出すため，字体を拡大した図案を調製して締加エし主こ。

(4) 経総餅による字体f~ ， 15.5~車.J 1 3算の両方の説品に兼用できるよう文宰緋数を一定に

Lt.:o 
(5) 緋の構成品数

7 経総緋による文字緋 33品

2年 緯協による文字緋'6:0品 ト

3 試験結果 -' 

'(lF経総耕による文字にづいて

7 漠字と平か注文字の特徴を，緋で鮮明に総出せた。

シf 泉地，または白地の両製品，何れにも兼用できて，

(2) 緯緋による文字について

7 緋糸 2本，地糸2本のl踊でね込む文字削?に出したが，経総餅に比ベτ，緋文字が鮮明で

日"

;， 

緋文字を級出すことができる。

nし、。

イ 綜紛による文字緋加工での問題点は，柄測に締加工する緯緋締とI司時に，文字緋を締め

なければならたい。 μ 

ウ 一方俣様を構成する品数との関係があると同時に，男物小柄の製品には，応用できない。

以上のように，長所，または問題点等屯あるが，紬の両耳部にそれぞれの文字緋を絞り出す

ことができたので，各字体のサ Yプノレを鹿児島地区2組合，ず医美地!R2組合。こ提供し，斡閤

紺対策の参考に供するとともに業界に公表した。

色大島紬の地風改善試験

， 杉山隆徳押川文隆

1 目 的

色大島紬はa泥染製品と異なれ地風由同一パーライf的欠点があるのもこれを改善し品

質を高める。

2 試致方法

(1) 湯通し温度時間別の比較試験

7 温度32'C-37"C

イ時間5分; 1 0分. 1 5分， 30分

ー15-
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試料 湯量主し 試料『

番号 時同倒
試 験 法

番号 R割問的i
試 験 法

1 5 原布を湯通し
伊凹、 月泊 唱 ."  

6 15 原布を溺通し

乳化種子油を水盤底対しO.0' 31 上記8の乾燥試料布を7-1ロ:ノ
2 5 

唖溶液で話通通し
1:.1¥."7，":')， ~ 

仕あげ

上記2の乾燥試料布をアイロ1
凋，

湯通し乾焼布を布海苔を水に対
3 円】'.'晶

仕あげ
'1'..8 . 30 

[..0.1唖液で糊付け仕あげ
..咽.'目、 l

上記8の乾燥試料布を再度湯通
4 10 原布を湯通じ! 9 5 

し

上記4の乾煉試料布をアイロ〉
5 ~ 

仕あげ。 1 0 t ~ |原 布

r' 
) 

(5) 上記の試験布については， 4名による手触り官能挨査によって良否を判定した。

3 溺通し布の結果

(1) 湯)j(t，.1グずると，糸及び組緩む弛みよ嘘じるたlめj適度のYヤリ味古・物加されて立体感が生

じ，厚みを増すとともに柔軟也である。

(2) 湯通し乾煉後にアイロ V仕あけ・すると，生地が平面的になれやや硬味になる。布図の毛

羽を伏せることになるa

(3) 湯通しによる減最は， 1 0分間まではあまり変らないようであるが， 1 5分-30分では

2.5冊減量した。

各試験の状況

試験布

原布は，くすんだ深みの色であるが，湯通しによって光沢がなくなるが，柔らかく，

H味とI事味が感じられる。

試験布 2 

色相，光沢は湯通前と変らない，柔らか<， v'ャ P味と厚味が感じられる。

試験布 3 

や串硬味の地)ì~となり，蚊緋が鮮明になる。

当i‘

4 

も"を

1 

試験布 4 

手ざわりは，試験布 1--2に比べて良い。十
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、)

試験布 5 

平面的で，泥染織の織おち L地風にやや近い。 ， 

試験布ι6

柔らかくフ‘ツタラ骨感じて、あるが，泥染物の織おろし:地風に比べ."'(，柔軟であるがJ ':'lヮ

が多い。

試験布 7 

平面的でやや硬くなる。 Vマリ味がない。

試験布 8 

2.5%減量した。手蝕りが硬く Vマリ床がない。試験布原有に比べて，粗い感じで，小ジ

ワが生じる。

試設布 9 

柔らかく，':'lマリ味がある。

5 官飽検査結果

( 4名による官能検査〉

ト検査
⑧E-'-::ー ー〉⑧

議中左側放EFは 試 料 番 号 右 側 数 字 は 人 数

3-1 5-1 1 - 1 2-1 2-2 6 -2 

5-3 6一主 2'-1 3 ，~， 1 1 - 1 4-1 7 -1 4 -2 1 -1 

手ざわり
7~2 4 -1 6 -1 3-3 9 -1 8-1 9 -2 8-3 

7-1 9-1 

1 -1、! 2，-'1 1...， 2 2...， 1 2 -1 3..，.1 1 -1 5 -1 

3 -1 5 -1 3-1 4 _1 4-1 5-1 2 -1 6-1 
やわらかさ

7 ~2 6 -2. 4-1 7 ~'1 5 --， 1 6...，.2 3 -1 9 -2 9-1 

晶 ..  8，-' 1 9 -1 7 -1 

:) -'1 2~1 4-1 1 "'" 1 4 -1 1 --， 1 2 -2 1 -2 

厚 み 5 -2 3 -2 5-2 3-1 6-2 4 -2 7-1 8-1 8-1 

• I 8-1 6 -.1 '7-.1 7-2 7-1 6 -1 8 -1 L 9 -1 9 -3 
屯唱 1、

1"目 1 1...... 1 ，-3 ...，. 2 ，2，_  2 2 -1 1 -1 
， . 

5-3 4 -2 2-1 7-1 4 -1 1 -1 7-1 

Vワの有無
6-1 7_1 3-， 2 8-1 .6-'，1 9 -1 5-1 9 -3 8-3 

; 7-1 

←一L7-



6 官能検査結果表のまとめ

注手ざわり，やわらかさ， I芋さ，y'ワの有無等を総括した試験布別の延人数

試験布 dli)モ ヲ⑧

番号 延 人 ".'ー- 数

1 1 l 4 1 1 1 2 3 1 

2 。 2 2 2 3 3 3 。 。
3 3 2 3 4 3 j. 1 。'"。
4 。 2 3 1 3 3 1 2' 。
5 自 2 ':.2 。 1 l 1 1 。
6 1 4 。 1 3 5 2 1 ミO

7 2 3 2 4 1 。 4 。、 1 

8 1 。 。 2 。 。 2 l ~O 

9 。 。 。 1 l 2 『 8 4 

v
J
 ゆ

上記の総括表から考えられることは，誠主主布の 5. 3. 7の順位で泥染納の地夙に最も近く

生地が組硬なものは試験布の1. 8. 9の順マ悪いようである。

7 む すび

(1) 本試験では，湯通しは32'C-37・Cの温湯で 10分程度が適当のよ 5である。

告)湯通しl期間 15分位では， I京布の布海苔は落ちるようであるが，発斜によっては汚染の心

記がめる0

(3 ) 湯通し乾1撚布は，収絡するので，伸子張りによって欠点が防止できる。

ω7イロ Y仕あげをすると，生地がやキ視味になりやすい。

出) 湯通し前の原布の議かけする以前の糸の仕あげ糊の種類，糊の函着量生，又はこれによる織

布の硬さ，染料の種類な正を考慮して湯通し時間を勘案する必要がある。

和) 糊の種類及ひ・固着量が不明な生地は，最初短時間行なって乾燥いその時の地風の硬軟に

よって湯通ししたほうがよい。

廿)織布の含有糊ぬ洗浄によって全部脱糊してから，糊つけ，仕あげすると，毛羽が防止で

き，平面的になり，生地の平摘さと渋い感じはするが，:~守リ味を欠くようになるので，乾

燥後更に湯通しすると良い。

恒) シマ担味のあるのを良とした官能検査においては;...，:予ツキがあって判定順位が容易でな

かった湯通し府間一10分間でアイロγ仕あげを行なった試験布の 5が泥染紬の地胤に近かっ

た。

(9) 試験によって色大島紬の地風改善。基礎資料を得ることができたが，本試践は試料布の量

が少なく官能検査の他に測定機によるデータによることができなかったので，次年度更に行

なうこととする。

、J
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県内産生糸の撚糸精練ならびに緋加工試験

杉山隆徳押川文隆吉 正子

1 目的

県内に援する生糸の撚糸精錬試験と試験糸による納えの実用化の試験、

2 試験方法

(1) 蚕検定所大島支所の生糸

〈昭和48年9月の豊年x研白種)2 3中の生糸を使用

位)上記生糸を泥染紬，色大島納用糸t調 味FZらびに精練試験

(3) 燃糸均精練加工糸を用いてJ '1 '3算泥染，色大島用に緋加工

(4) 移入問、料絹糸との上己破試主主

3 試験結果

(1) 移入原料糸と，ほとんど大差なし品質も良好である。

信)製紙中の糸切れ，毛羽立ち等もなく，餅調獲も容易であョTこゐ

(3) 試験布の手触り，光沢とも良好である。

い)紬えの実用化tこ十分期待、でき，指導負・料をf号式己。 1

糊付糸の引張り乾燥による復元率の試験

杉山隆徳

1 目的

緋締用糊張り糸tot，醐後に収縮するが，その際の伸長に対する復元斡試験1..-，特に緯緋

締加工の指鴻資料とするo

2 試験方法

(1) 試験糸

線撚糸 2 8瓦付経糸 30 0 T/mIl 

(2) 糊剤

布海苔，固着量 1 0幅

。)誠技法

糸長を 45腐として，糊張り伸長5極〈糸長のおよそ 11. 8骨〉として 18時間自然乾燥
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する。
也 、f ~ 町酔 、.

(4) 試験期間中の温度 II'C-20"C 湿度75%-80唖

(5) 復元率(%)= 棚一5残0'"留m糸長 x 1 0 0 

試験結果 " 

(1) 経過日数別復元率

経過時復元長復元率備 町下 P思
弛緩直後 3 叩 6，;唖‘ht;" 

ト一一-
1 日 7;-::) 寸1-:1 1. 4 II'-ji-- ...1 :;， 

4 n I .7 r 園町 ..1 4 11:: 

16 1/18  "116"  

26111111112211  

3 2 fI I 1 1 似 戸 " 2，2'，司

1 55 I'1 12 "1. 2'4r， I 

61 "1 12 (/! 24.， (1 

141 "1 13 "1' 26 11 

ω) 経過時別の復元長ならびに復元率がは援でき，糊張り加工作業上の指導資料を得たので，

次年度は廷に糊はり伸長別と経過日数l1Uの品質試域を行なうようにする。

糊付糸の経過日数別の品質試験

杉山隆徳

ー:.! 

1 目的

緋用白糸の糊什糸は，黄変脆化等，品質的に問題が多いので，指導資料に供す串ため，試験

を行なう。

2 試験方法

(1) 試験糸

練撚糸 2 8瓦付

経糸 30 0 T /mS 

信)糊 剤 布海苔 固着量

。)糊つけ法

-20-
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汽J
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総í.Nl付~行なって平均に絞り乾燥する。 ill 定期間中は，早期脆化を考慮して，外告誌にさ

らさないよう保管する。

(4) 測定法

総井弘;セリーメ_，ーを使用し，訊長 50糎の強力，怜疫について '10回の平均値につい

て検ベた。

試験結果

(1) 経過~IJの強力，伸度

測 定温湿度 詰主

tenp R H 日

17'C 8 0唖 糊付前 386，2:1 

1 8 11 8 1 11 糊付乾燥後 380".9'. 

2 8 fI 8 5 I1 7ケ月 385.411 

1 8 11 7 6 (/ 1 1ヶ月 3 2 4.2 • 
4 

2 3 fI 6 9 11 1 5ヶ月 3竃 0.411 

1 6.5 fI 72 fI 2 4ヶ月 3 1 4.2 If 

(注〉 減退差は，糊付加工前に対する血液値である。

度

2 2.0 '" 

1 7.8% 

1 9;2 11 

1 7. ~1 11 

1 5.9 (1 

1 5.6 11 

1刊

減 退 差'"

強

.:.. 5，3:1 I '_ '4.2唖

- 0.81/1ー 2.8fI 

-62'.011，/ - 5.0 fI 

-，4 ~5. ， 6 1/.1.- 6.1 II 

;_ 7 2，0: /f I :'_ 6.5 /f I 
一一ー

(2) 経過回数に比例して， fl申度が弱くなっていることから系質は経時的に脆化するのも緋

加工糊什糸は，早自にt肋日工を要する。

大島紬市販原料絹糸及び餅締用綿糸の

品質についての試験

押川文隆

1 目的

最近紬原料絹糸及び綿糸等の品質について，技術相談による問題が多く提起されているので，

これを調査して巣界の指海資料に供する。

2 試験方法

(1) 名瀬市内の 6業者の販売絹糸経糸，緯糸について試験した。

(2) 目付別として" 3 0.7 5瓦付， 40瓦付， 4 5瓦付の三種の品質について試験じたo

(3) 緋節用ガ旦糸It，名瀬市内の5業者の販売糸 80'番について鵠投じた。l

相) 試験項目は，糸 1館、の重さ，長さ及ひ・強度，仲皮，撚数等に勺いて行なった。

3 試験結果

(1) 絹糸について(6販売業者を対象〉

-21-



(方測定結果のまとめ

¥測¥定B目j付別、
3 O. 7 5 '1付糸

享千百王?
4 5 fI付糸!

最低最高 最日低最 高

重さ - 1 1'1- 2 '1 - 1 '1 I.~. .3 '1 

+ 5 勿も +30 押Z + 1 一昨 + 1 7 明 キ 1..1 旬包

tえ さ
3 一16 5 -25 - 2" 市 -5.，，5 勿Z "も m m ηz 

強 度 4 4 5 l' 5 36'1 586.'1 8 0 1 fI 5 3 1 i 8 6 6 '1 

4申 度 1 7.'2 'i6 2 3. '1 'i6 1 9.2唖 2 5.2唖 1 '1. 9唖 2 4: 5 'i6 

撚|経 ，252回 304回 252回 3 '13，回 270回 2 9 4回!

9 2白数[緯 8 7回 8 9回 i."，'i '2回| 8 9回 113回 l

例議さについては，均目付に対しも殆んどの料 1-3:i'A足している。 J 
ff) 長さについては，規格長さ 2，50 0冊子対1-， 5日間前後の誤差がみられる糸がある。 ら

伊) 強， {I申度については，余り問題がないようである。

料加撚数は，経糸 300 Tゐ を超した糸が2点，他は250-295回であっTこ。

緯糸伴lp 回を最高に他~;lJL;台 9 ， 0 図が平均である。

信) ガス綿糸について

7 i!直さについては， 5試科とも余り差がなくて問題がない。

イ 長さは-5間-1181.凡で，不足する長さが多く規定長さに斑がある。

ウ 番手については， 7 0番， 7 2番， 7 6番i. -'8'-1番， 8 7番等で，各メーカーにより差

があって一定しない。

エ 以上の結果資料を参考に販売業者に対して，改善指穏に努める。

緋締 1授の改善試作

森林実

1 目的

従来の緋締機は大型でしかも作業場所を広〈援するので，これが改善と費用の低減をはかる。

2 試験方法

(1) 従来の締滋長さ 2.7米を 1.89米に設計

白)使用材木についても，一廻り寸法を小さくした。

(3) 試作曲勧主について，作業中における精機の動指，作業持率締簸の良否について検討する。

3 試験結呆

(1) 試作費は，従来の締機に比べ36.4 'i6低減できる。

-22-
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(2) 作業中，_i，:;rr.:誌のJ出主婦がなく，締法が安定である。

(3) 緋縫は従来り締践による，荷主主と品質が殆んど変らなし、

(4) 作業場を広く更しない。

(5) これまでの欠点がq'善でき，実用化が期待でき，試作機について公表したが，次年度は従

来の緋縮機と試作機との締加工中における経ガス綿糸町強力変化と締径の品質について試験

を行なう。

シャリンパイ染色における染色時間別試験

丸山武満.白久秀信

1 目的

大島紬のシャ Hγパイ染色は， V マリ Yパイ煎出液で数十回線返えし，染色して大島紬独特

の黒色に染色するのである。この冷液染色の最適時間を調ベるため試験した。

2 試験概要

2ー1 試料

大島紬用緋

2 -2 染色法

シャ 9::;バイ液で 20図，石灰液6回，泥土で2回の大島紬染色法によって染色

2-3 染液での操作染色時間別
γ 

上記2- 2の染色法のVセリ yバイ液 20回の 1回毎四操作染色を下記表の時間別に染

色してその染色状況を調査した。

2 -4 染色後の結果

ぷ問(
染色濃度

緋の汚採: 緋の斑 毛 羽 摩擦試験
大鋭由としてα類

1分間操作染色 や ， 不良 特に汚染なし 盟E染ありな. し 2-3級

2 f/ 良 好 f/ 斑染なし f/ 3 

3 g f/ f/ 1/ f/ 3 

5 虐 i や ， 不良 f/ f/ 

8 f/ 耳之
占

汚染 f/ 

1 0 f/ f/ 目立つ l寸高 耕三
-23-



3 結果

」ニ記表のとおり，染液での操作染色時聞が溢かい場合は，染色度も悪く，その上染色が不竪ろ

ろうになわまた長〈染色しても染色度が惑し緋の汚染や毛羽り発生，染色の不竪ろう等の

欠点があることがわかった。

したがって大島紬のシャ 9:/パイ染色における染液での操作染色時間は約3分程度がよいこ

とがわかった。

シャリンパイの煎出液採取量君IJ染色試験

丸山武満操 手目 白久秀信

1 目的

大島紬を染色する、ンマ 9:/ベイは原木をi取出した液で染色するので，ジセ 9:/バイが生えて

いる場所や煎出液の採取量によって，染色度ゃ堅ろう度等に差があると思dコれるので，とれら

についτ調査試験した。

2 試験後姿

2-1 '"守口 yバイの煎出試験

海岸辺のV ャリ yバイと奥山に生えているシマロ γパイを各々下記により煎出

Vマリ γパイ 60 Iみに炭駿ソーダ80 '1を加えて 12時間煎出し，下記量別に染液を採取

~，ャリ γバイ 6 0 K"につき

150t 200t 250t 300t 

2-2 各煎出液のタ Yユ Y酸の含有量調査

」ノ久

一〉

V 守リ Yバイ染色の良否は，染色に含まれているタ Y品 Y践の含有量に左右されるので， ~， 

軍事考までにとれを調査Lた。

その結果は下記のとおり。

~ー----採取量別 1

と立と三iJljこここ二ヰ
奥山のV マリ γバイ

海岸

2-3 染色試験

(1)試料

大島納用泥躍緋及び白緋並びに絹糸 一

(2) 染色法

上記試料を γマリ yパイ波で58図，石灰液 17図泥土で4回の泥染大島市h染色の染色法

によフて染色l.-，下記の試験調査をお己なっ式こ。

-24ー
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(3) 調査項目

7 泥墜緋は部分抜染による変色

イ 白緋a:.染色度及び緋の汚染度調査

!ウ 絹赤は洗たく ，fC 摩擦の竪ろう度試験及び増量測定

2 -4 試験結果

奥山に生えているV マリ Yバイで染色した試料の結果

試験調査BO 煎出液採取量別 l主5 0ι 200t. 1250t.1 3~O t. 
泥藍相?の部分抜染による地色の変色度控離対1'1'犯当あ脱℃ずやや盆好s隆盛竺笠ヨ
白緋の地色 良好良!ゃh不良

白緋の や訟汚染 1甥頃立つ汚染目立つ

洗たく試験 1=5 &1 3 l¥!¥ I 2 紡

位ーさ験 」描 :J~ ーk_2一l一紋

日さ擦試験 2 級 2 級 2 . l' 2 級

i土骨 量 3 3ゆ 130%I 28:%1 2;'ib 

海岸辺に生えている V マリ γλイで染色試料の結果

試験lIil査別~屯』 煎一出一液~採一取一量一別i 1 5 0 t. 2 0 0 t. 2 5 0ι 3 0 0 t. 

泥藍緋の剖扮抜書通こよる担位の変色度 袈蛍絞ら十rず変滋絞られず 頚盟加減げ 緩強め併τず

酬の地色の拙蹴〈宅捜場町 良 好 良 好 良 .好 平泳不良

自緋の汚染伏態 や h汚染 や込汚染: や h汚染 や L汚染

絹糸の染色潟支〈大島紬としての良否〉 良 好 良 好 良 好 や h淡い

洗たく試段ヰ戸-裏 4z4 且級 ~_4--，?ー紘一 4 級 4 級
3 3 

汗 試 E決 ィEJL-5上 4 紋 4 版 4 級 4 紡

4 3 4 3 4 3 

摩 擦 試 E員 2 一撃 2 -革~ 2 一警 2 ~ 
増 量 37 % 34% 30% 2 8唖

3 結果

上記試験結果のとおり，海岸辺のV マリ Yパイは奥山のV マVYバイよりタ Yニy酸の含有

量が多く， tた，)!U出液の採取量によって差があり，染色濃度及び泥態緋の部分抜染による地

色の変色並びに染色の堅ろう度等タ yュy酸の含有盆に順じて良い染色が得られている。

これによって，奥山に生えているV マリ Yバイは原木 60 J{9に対し20 0 t.，海岸辺のVマ

Fγパイは250 t程度煎出液を採取して染色する方がよいことがわかった。

.，，2.5..，.， 



シャリンパイ染色における右灰愛別染色割験

江 E詩情峰，商 J 決造

1 目的

大島紬が独特の熟色に染色されるのは， .-.:;;セリ Yバイの煎出液と泥土に含まれている鉄塩類

及び石灰の三者記よって染色さ礼るめであるが，石Jjl(rJ:特に，その染色J.!0を太者、〈左右するの

でj"この染色における石灰の最適使用量について試験した。

2 試験紙妥

2 -.1 試 J料

大島i酬の緋及び絹糸 > ，，] 
2 -.2 染色法 : " -0. 

上記試手}をシマリ YバイI直58回，石灰波 17回，泥土で4凹の泥染大島紬染色法k己ょっ

て染色

2 -3 石灰議自l染色

上記2-2の染色法の石氏液17回の 1回毎の石灰重量を下記表の量別に染色して，その染

色状況を調査した。

2 - 4 染色後の説話結来
晶ずr~ .;..・-.:‘."‘  

緋の汚染度 ，…強度 t 伸度増量概三下設、/調ぷ査別t汁¥1内L染J酬℃色の液良と皮否 箆ろう度試験
洗たく摩擦

0.5.:1' 不 良 や〉汚染 |案逃主i級 3 級 4 0 1~ 1 7. f> 9 % 

1 l'.~ 不 良 1/ 
2 

3 4 1 Q 1 4.3 1 0 
4 

2 や 3‘ 良 物司税なし 3 4 ， 2 421 1 5.7 1 3 

3 良 由子 1/ 
4 2 41.8 1> 6. 2 1 6 4 

5 良 好 1陣
4 
4 

3 4 1 6 1 8.7 4 2 

7 良 好 1/ 
3 4 2-3 420 1 7.6 4 2 4 

1 0 や 2‘ 良 1/ 
3 2 -3 418 1 7.2 5 0 2 

や h汚染 431 1 5 不 良 2 1 7.7 6 5 3 

3 結果

上官己表のとおり，弘、度及び染色の怒ろう度等その設によって存右され争ことがわかった。

との試験によ。てν車騒主大島紬染色における最適石灰註は水 1tに大体5ー.7CI).'割で染色し

た方がよいことがわかっTこ。
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シャリンパイ染色における泥土での

染色f時間別試験

江藤清 隆酉 決浩操 利

1 目的

大島紬のV ャリ Yバイ染色は，~守!)~バイに含まれている

タYユ Y自主色素と自然の泥土に含まれている鉄塩類と化合して，黒色になる植物染料染色の

鉄媒染によるタ Yユy鉄婦の染色法である。

この泥土での鉄媒染の染色持間について試験l-tゐ

2 試験概要 ι 4 

2 -1 試料 c' ， 

大島紬用緋及び絹糸
J 

2 -2 染色法

上記試料をシャリ Yパイ液 58回，石灰液 17回，泥土で4図の泥染大島紬染色法によっ

て染色

2 - 3 泥土での染色時占司

上記2-2の染色法の泥土4回の1回毎の(媒染時間を下記表別に染色してその染色状況

を調査しすこ。 i-~ ';‘ ~，' '. 

2-4 染色後の結果

相}

-4白文L句ζD挺廼部品弱扇小
染 色 濃 度

十緋の汚染 緋の斑
大脳油止して勺良否

1 0 分間 良 好 特に汚染なし 、特前三認められない

2 0 j国 fI fI .，臣、

3 時間 fI fI fI 

6 fI 11 や込汚染 11 

夜間|1 11 11 fI 

ーゃ
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絹糸

h函
¥枇¥て司叫品査同別 染色濃度 摩擦試験強度

大農紬とじ亡吃疫否 高一且 f 

1 0 分間良 好 2 I 4 1 1 

2 0 U I H I 2 I 386 

3 時間 1/ 1 -2 391 1 G.2 3 4 

6 震 1/ 1-2 411 1 7.2 4 1 

1 夜間 1/ 1 -2. . I 3 8 6 I 1 3.7.1 84 

3 結果
l三.1""1.

上記試段結果のとおり，長い時間泥土で染色じてお l 染色濃度応変らすむ却って伊i官暢唾不

盛ろうになるEとや，緋が鉄労によって汚染きれる傾向があり，また繭糸め強伸度及び増量等

も大差がなし、 ιのよと 7J~'らシヤリ Vパイ染色における泥土での染色時間は大体 2， 8.0 分程度

でよい己と前わかっT斗

シャリンパイ染色における

化学的処理1に 関する研究

赤塚嘉寛仁科勝海

ι1 目的

伝統的なV マリ yパイ染色・純泥染の品速染色法の開発が今日ほど強〈要請されていること

はない。本年度はギ敵前処理によって V マリ Yバイ染色の促進を研究し式ゐ

2 試験概突

実ぬl ギ酸濃度別・温度別処理

試料

糸:3 0 s'付たて総糸 1. 5 '1のi沼糸

ギ磁:試系 1級(E 5唖) . 

V ャリ Yバイ液:1 0時間煎出 701../40k9 採液

ギ酸前処理方法

浪岐: 1 0唖 20% 50% 100%(対原液〉

混皮: 28'C 40'C 85・c

時間: 1 0分

染 色

ギ殴処理後，水洗絞液の後，次のエ程で染色する。索1染斗石灰暗ドロ染

織染ンャリ γバイ液で 1時間湯浴煮沸

石灰: 0.5唖sol.nで5分処理

ドロ染: 田清の泥でもみこみ染色

重量増加. K/  S ( a t 480棚 ).収縮を測定した結果は図1. 2.3.4.5.6

7. 8. 9のとおりであった。
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1 図
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ギ酸処理後の重量変化度酸機ギ
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実験2 ギ酸処理時間・浴比別試験

(1) 時間別

1 0分・ 1時間， 2時間・ 5時間・ 10時間・ 20時間

(2) 浴比別

1 C倍・ 20倍・ 50倍・ 10 0倍

ギ自主→熱染→石灰→ドロ染の順に染色し，その重量変化，

した。結果は図 10-1 5のとおりであっTこ。
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実験 3 1"敵前処理V ャリ yパイ染色

ギ酸前処理後.:'Yマ 9Yパイ液による染色，石灰処.s.l!.乾媒， ドロ染の順序や組み合わせを

変えて染色を行なった。次の方法が良好であった。

ギ民主“端4染 b石灰→染X 3....，;召灰+染X3→乾燥・砂石灰ゅ染X3→石灰4染X 3 ... 乾燥

ゆドロ咋熱染砂ドロ

注: ギ酸 ギ厳処理

熱染 煮沸浸染

染い もみこみ染色

石灰 石灰液処理

ドロ 回の泥による染色

3 結果

以上の実験結果を要約すると次のとおりである。

(1) ~セリ Yバイ染色前にギ政処理をすると著しい効果がある。

(2) ギ磁波皮は高いほど効果は大きし、

(3) 高温におけるギ酸処理t~絹糸の収縮を起す。

(4) ギ酸処理時間は 10分程度て十分である。

(5) ギ酸浴比は20倍が良好である。

ギ織の減厚液に絹糸を援すと，絹糸ば激じく膨潤し，手糸状の外観を塁する。とれをジ々 P
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Yバイ液で宝.~色すると，未処理。絹糸と絞ベて染替が格段に優れていることがわかった。一般

に染着の促進はヰ滋佐の蹴凋，染料の解集合を変化させることによフて起ると云われるが，この

ギ酸前処理は絹繊維を膨潤させる効果がxきい。そのためにγ ャ9:/バイ染着が著しく進行す

るものと考えられる。 r写ギ酸は激しい刺戟臭があ1)，絹糸の強伸度におよぽす影響について，

検討の余地があるけれども硫酸鉄等の工業薬品を使わない。制強の工程短縮には極めて有

力な方法であると考えられる。

緋締 糸の 溶解 に関する研究

赤塚姦寛仁科勝海

1 目的

緋鐘の締糸を溶解することによって.緋総解きの労力を省き，加工工程の合理化をはかる。

2 誤滋概要

実験 l 締糸の溶解

供試糸: ガA綿糸(8 0番).50本X3 Ocm -'-1; 

処理剤; 炭化液，塩化71レミニウム，硫酸アルミユウム

濃度: Q. 1唖 0.5 1. 2. 5 

時間: 1 0分 3 0分

熱処理: 100'C 120'C 

ガ見綿糸を上記のとおり処理し，観察L主こ。この試験によって，極化アルミユウムの O.5~

2';1>が良好であることがわかっ丸a

実験2 餅Jl締糸の溶解

塩化アルミユウムを用いて，緋箆について試験を行なった。締は綿糸 1.6本X28叩 も

のり張り，十の字緋・長市JfO)柄を締め，また染色への影響をみるために，白，あい，赤，賞

膏，緑，紫の7種類の緋を作った。

演度: 0.5唖 1. 2 

熱処理: 1 2 0 'c 5分

上記のとおり哉識し，これによって化学染料染色の緋は0.5';Ii，泥染緋は 2%が適当である

ことがわかった。

3 結果

締ガλ糸を様化アルミユウム液によって浸演後禁処走塁乾燥を行なうことによ 1).， 筒単に廷の
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総解きができることが明らかになった。これは織性物資である塩化アルミヨユウムが高熱によっ

て'ZJレロ-;;<.を炭化するため?であると考えられる。処理法は，塩化アルミユウムの浴に 10分

浸演，ょく絞ってから 12 0 'cで5-10分熱処理し，完全に胞燥させる。極化アルミユウム

の濃度は泥染緋の場合2唖浴，色納緋の場合 0.5%が適当であ9た。またこの浪度範囲では変

退色の彬議は認められなかった。

大島紬染色用泥土の探索

赤 塚 嘉 寛 仁 科 勝 海

目 的

泥染の生産が増大するに従って既存の泥田の染着力の低下が危供されている。ここで広〈郡

内り泥悶について調査し，~ャリ yバイ泥染に適した泥田を操索選別する。

試験概要

大島本島，喜界，徳之島， i'中永良部，与論諸晶 53箇riiから泥試料を集め，染色成分である。

鉄分，アルミ=ウム分を中心にカノレVウム分，ヶイ駿分，灼熱減量分の分析を図のとおり行な

い，泥染に適するか否かを検討した。

結果

分析結果をまとめると下の表のとおりである。

泥土 f一足ー』査果例

一高話1~lj-灼熱減量 8i c恒聡203 .A. e:: 03. Ca 0 

安 勝 7.7 1 7972 5 4.8 5 8.6 8 0.48 

名 有 毘 6.05 8 6.3 3.00 5.7 3 O. 2 1 

大 熊 8.0 2 7 9.9 4 4:32 7.6 9 0.48 

浦 上 9.1 5 7 7.3 0 5.33 8.7 5 0.7 7， 

瀬 知 名 瀬 8.1 3 80.54 4.2 5 7.8 7 0.68 

有 岡 17.55 73.00 4.54 7.0 5 1. 5 8 

浪 瀕 部 26.30 6 2.5 0 4.0 3 5.76 5.82 

市
湊 4.5 4 83.92 3.9 4 9.8 2 1.0 5 

西 仲
勝星

8.3 6 8 0.4 6 2.6 2 6.5 2 0.56 
トーー

大 今 7. 1 2 8 2.5 1 4.48 5. 1 4 0.07 

和 大 捌 17.78 75. T 9 3.9 0 4.9 0 O. 8 7 

村 大 和 浜 1 1.7.9 7 8.1 8 I 9.62 1.2 6 
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Bi 02 Fe20537l11A420131 t10ao e i 
ト

5. 5 7 I 5. 1 1 I C. 1 3 79.13 

ーート一一一一一
8 7.8 0 1. 8 1 4.70 0.40 

8 6. 3 4 1.7 2 6.68 0.22 

笠 E 
留 11.74 7 7.9 2 5.42 5.8 8 トー1.5 1 

ofIJ 
留 (同 1 4.8 5 68.04 6.72 8. 2 5 1.9 0 

ム

大笠利 (A) 13.72 7 5. 1 5 5.4 5 6.67 0.6 6 

町 !大笠利 (B) 1 5.0 0 7 3.30 5.49 7.46 1.74 

トー?一一一一一
住 関 8.8 2 8 1.4 0 

用 役 勝 1 0.0 9 7 9. 3 0 

;0 村
西 仲 間 7.40 82.71 

， 慣例 与 路 10.24 7 9.25 
一、

開明 古 仁 震 15.0 G 6 8. 5 8 

字 回 検 1 1.8 1 75.48 

書 生 勝 1 1.6 6 74.30 

喜 7 ーマ
"〆

7.9 0 8 0.3 9 

界 浦 原 4 '0. 29 3 3.0 3 2. 1 8 仁三三←一一一同T 大 塁 1 3.8 3 6 G. 1 4 7.70 G.6 6 0.8 3 

一一一一一ト5.60 徳 母 間 7.6 6 78.05 0.3 5 

一一一
之

花 徳 5.7 0 80.03 4.6713.66 Lーとと9

鵡 木 7.68 I 71.21 1.60 
島

手 々 8.3 2 79.4 9 4.9 0 1. 4 3 0.6 2 

冒I
t邑 津 7.7 0 7 3. 1 5 6.14 5.6 5 2.26 

天 与 名 間 1 1.2 0 7 2.4 0 6.87 1 1.0 1 1.37 

17U 経 原 9.98 7 1. 8 7 6. 1 3 
6557 9 

0.48 
斌

兼 久 7.6 5 7 2. 1 5 6.75 9 0.27 

町
天 城

6ベ 0.59 6.6 7 8 1.6 0 3.33 

話1伊 (山 5 4. 6 7 6. 9 7 1 1. 2 5 1 6.7 0 5.8 2 1 

l喜 念 14.73 55.2.9 8.59 4.35 1 1. 9 0 

事 美 留 10.30 6 4.8 4 10.70 8.1 3 0.6 0 

和 l根 7 8.7 8 5.66 3.1 9 0.20 

泊
大 減 14.2 0 6 1. 7 0 7.3 0 1 1.5 6 2.8 0 

棋|玉 7.80 7 3.9 0 
5.6 0十一三7 1 

田J 後 関 1 6.8 0 6 0.5 0 

|腔 布 11.4.41 '1 7.，4 8-: 
」
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」孟きT-翌三 灼 熱 減 益 82・ O2 トヱE303
A l:! 03 Ca 0 

75.55 生日 徐 多 8.28 8 5 5.2 4 1.01 

名 下 平 JII 1 3.6 0 59.10 8.60 1 1.5 3 3.6 0 

間I さ お ず 1 5.30 60.20L 7.50 9. 5 8 2.5 0 

与 ~-一一旦 1 3.4 3 61.11 8.8 9 9.60 2.2 2 
トー

立 長 5.0 0 B 2.3 0 4.90 5.2 0 0.5 0 
論

西 区 9.80 69.50 8.90 9.1 0 1.3 0 

町」空 皇 8.80 71.60 8.90 8.20 0.60 

l二L 均 1 1. 1 81 73.491 5.5 1 6.9 6 1. 7 9 
A 

デ、

染色成分の鉄分をみると，名額市はいづれも平均以下であ~，名瀬市街地を逃さ・かるにつれ ¥ノ

て鉄分は多くなっている。 ふ

J、
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6 ~ê ~i 主務等

l、伝習生の義成

近年，専門技術者の芝守化，労働力の不足が問題となっており，これに対処するため，若年

中堅技術者を養成して，本県地場産業の発展育成をはかる。

1 -.) 

論概糸料原
一
法一エ一

加
一
織

一
機

一
法

一
案

一
図

法一

E

方
一
匠

導
一
意

指
T

染色一般|染色物理概

15 I 8 日 40 8 3 4 

九_) 1-2 科別実習指導

、

¥ノU

」科 llll 説 明
』一一一一一一

1 基礎図案の模写調製 2. 下書きした図案の調製

図案科 3 色彩と配色 4. 課題による考索調製

5 考案調製と配色実習 6 修了製作
一一一一一』

1. 織物設計法 2 図案による紡締法

繍加 主 科 3 糊付け，整経糊張り法 4 特殊緋締法

5 緋部分解，摺込染法 6 餅仕上法

1. 生糸の精練法日 2 染料の試験訟

3. 染料の竪ろう度試験法 4. 綿糸及び緋染色法

染 色科
5 緋の抜染法 6 染料の調合法

7 摺込染法 8. ;/々日 γバイ染色法

1. 地経糸の巻き込み法 2 経糸の配列機掛法

製織科
3 織つけ法 4 経，緯緋の製織法

5 経緋の針入れ調整法 6 経糸の引張り加減法

7 その他製織に係る加工実習

1-3 科別養成内訳

(1) 図案科 4名

製紛w十 3名

(2) 染色科 2名

合計 11名

。)緋締加工科 2名

1 -4  養成期間 1 ヶ年
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2 技術指導の~~聡伏況

技術指導内容 実施件数 説 明
ーー「吋

技術相談による 6 1 7 1 図案調製について ( 2 6 9件〉

J持議 2 織物設計法について 司、【 '4"2'011) 

3 :~Jf締，湖加工法について リ.Q' .4 0件〉

4 原料糸，亜美淘u，'糊剤 '2 '3'，') 

5 製品の品質について 〈 2.7 H ) 

6 緋ぬけ修正法について 611) 

17 加エ用器具について ( I ぢ d)

8 化学染料染色法について 〈、 82 11 ) 

9 議染法について ( 3 2 11 ) 
¥ノ4込

10 'yマリ Yパイ染色法について ~'1 3 8 '11， ) ム

H 活性剤について
可， 〈、 3011) 

12 紬の汚点誼しについて 1 (15111) 

ι ，-_ f j'13 緋抜染法について 5屯 911 ) 

H 糊剤について 〈 1 111) 

'15 その他 6 4 11 ) 

巡 回指導| 1 7' I:"i 緋締l糊等，技術関係C対象工場数 '66工場〉

(1) 鹿児島市2回 (， '6.) 

(2) 垂水市 ( 5) 

(1， 6 ) 

(4) 竜郷町 (. 9) 

(的宇樹す ( 

(6) 永良部2回 (，19.) 
)1ノyva 

宮 染色加工技術関係(対象工場64.) 

(1) 笠幸IJl1J ，( 1 3 ) 

(~) 竜郷町 〈 8 ) 

(3) 宇務付 7 ) 

(4) 瀬戸内町 〈 4 ) 

停)徳之島町

信)名瀬市 ( 1 6 ) 

(7) 鹿児島市 ( 1 5 ) 

2華 5 大島紬展示会等の審査

名瀬市 【2) 

竜郷町 ( 1 ) 
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一一 一
実施件数| 説 明

I ~図案展示会等の審査
| 名瀬市 ( 2 ) 

技術指導内容 < 

研究発表 ， 鹿児島市 ( 1 ) 名瀬市 ( 1 ) 

流行色標本記付 1 秋冬向き流行色 220部

A
H
h
l
J
'
f
J
 

3 

出 席 者 数
会議，会合等の種類 開催場所

所 側 業 界 計

昭和4B年度研究発表会 鹿児島市 2 120 122 

昭和49年度研究発表会 名 瀬 1fj 1 9 60 7 9 

天 城 間f 1 2 6 2 7 

三徳町之鍛島地工養区成所 2 7 5 7 7 

製織技術講習会
瀬戸内町 4 141 1 4 5 

笠 手。 ¥Ilf 2 1 4 1 

手口 泊 肺f 2 155 1 5 7 

住 用 村 2 4 8 5 0 

名 瀬 市 3 4 7 
辞書工養成所指導員指導技術研修会

名 蹴 ，!J 3 6 3 

喜 界 関f 2 2 0 4 2 0 6 

緋締ならびに製織技術講習会 笠 利 IIIf 1 4 0 4 1 

名 瀬 市 2、 4 0 4 2 

機織加工技術講習会 lj. 論 ¥Ilf 2 211 2 1 3 

餅締 加 工技術講習会 鹿児島市 2 6 0 6 2 

名 世鼠 市 3 7 3 76 
染 色 f誕 習 会

霊 水 市 2 3 0 3 2 

大島紬検査員検査技術総習会 i名 ポt 市i3 8 i 1 1 
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